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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月28日(2016.7.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に搭載された燃料電池及び二次電池から外部に電力を供給する外部給電システムの
制御装置による制御方法であって、
　前記燃料電池と前記二次電池とが接続可能な電力配線から外部に給電される電力を計測
するセンサーの異常を検知した場合において、
（ａ）前記二次電池の蓄電量の減少が検知される場合には、前記蓄電量の減少を止めるよ
うに前記燃料電池の発電量を増加させて外部給電を行い、
（ｂ）前記蓄電量の増加が検知される場合には、前記蓄電量の増加を止めるように前記燃
料電池の発電量を減少させて外部給電を行う
　ことを特徴とする外部給電システムの制御方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の外部給電システムの制御方法であって、
　前記センサーの異常を検知した場合には、前記燃料電池の発電量のうち、前記センサー
が示す値から求められる前記外部への給電のための発電量分をゼロとした上で、前記（ａ
）または前記（ｂ）を実行することを特徴とする外部給電システムの制御方法。
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【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の外部給電システムの制御方法であって、
　前記燃料電池の発電量は、前記外部への給電のための発電量分と、前記車両内の機器で
消費される車両内機器消費分と、前記蓄電量の増減に応じた補正分と、の合計として設定
されることを特徴とする外部給電システムの制御方法。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までのいずれか一項に記載の外部給電システムの制御方法であっ
て、
　前記センサーの異常を検知した場合における前記外部への給電電力は、前記センサーが
正常である場合に許容される値未満に制限されることを特徴とする外部給電システムの制
御方法。
【請求項５】
　車両に搭載された燃料電池及び二次電池から外部に電力を供給する外部給電システムで
あって、
　前記燃料電池と前記二次電池とが接続可能な電力配線から外部に給電するめの外部給電
部と、
　前記外部給電部を介して前記外部に給電される電力を計測するセンサーと、
　前記二次電池の蓄電量を示す値を検出する蓄電量検出部と、
　前記燃料電池の発電および前記二次電池の充放電を制御する制御装置と、
　を備え、
　前記制御装置は、
　前記センサーの異常を検知した場合において、
（ａ）前記蓄電量の減少が検知される場合には、前記蓄電量の減少を止めるように前記燃
料電池の発電量を増加させて外部給電を行い、
（ｂ）前記蓄電量の増加が検知される場合には、前記蓄電量の増加を止めるように前記燃
料電池の発電量を減少させて外部給電を行う
　ことを特徴とする外部給電システム。
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